
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 ２２ 年 ３ 月 ３１日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）：本研究の成果として、Web 基盤の多数の韓国語 IT 活用教材の作成な
らびにそれらの学習効果の検証、高出現度・高分布度語彙の学習段階別抽出ならびに韓国語教
育・学習のための「教育基幹語彙」の選定、教科書語彙分析データベース（ＫＴコーパス）の
Web 上の公開、活用形から基本形が見出せる韓国語 Web 辞書の開発、韓国語学習者用 Web 辞書
の中身の記述ならびに学習基幹語彙のランク付け等が挙げられる。これらの成果により、韓国
語教育の IT 化と自律学習環境作りに大きな進展があった。 
 
研究成果の概要（英文）：The research outcomes are as follows: development of Korean 
IT-based teaching/learning materials and verification of their effects on learning, 
extraction of vocabulary with high frequency and wide distribution at different stages 
of study as well as the selection of core educational vocabulary, publication of Korean 
textbook vocabulary database (KT Corpus) on the web, development of web-based dictionary 
which can easily identify the basic form of a word from inflected ones, and description 
of contents and ranking of core educational vocabulary for web-based dictionary. Based 
on these research outcomes, there has been some significant progress in IT-based Korean 
teaching/learning and development of self-learning environment.         
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１．研究開始当初の背景 
当時，外国語教育において IT 化が急速に進
展しており，英語はもとより独語・仏語など

の第二外国語教育においても Web基盤教育シ
ステムの開発研究が活発に行われていた。し
かしながら，このような趨勢とは裏腹に，韓
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国語教育関連の IT 化は他の言語に比べかな
り出遅れており，IT 教育のための基盤は皆無
に近い状況にあった。そのため，韓国語教育
用の IT 教材やコースウェア開発の基盤構築
が急がれていた。 
 

２．研究の目的 
（１）日本の大学における韓国語教育におい
て Web 基盤の IT を活用した学習支援環境を
構築する。 
（２）Web 基盤における韓国語の合理的な語
彙学習システムを構築し、学習段階別教育・
学習用語彙データベースを構築する。 
（３）活用形から基本形を見出せる Web 辞書
システムを構築する。 
（４）学習者用韓国語 Web 辞書の内容を記述
する。 
 
３．研究の方法 
（１）初・中級者が自律学習可能な Web 基盤
の IT 活用教材を多数作成し、学習効果の検
証を行った。 
（２）日本の大学の韓国語教育の現場で多用
されている初・中級韓国語教材 32 冊につい
て、本文のみならず練習問題等すべての韓国
語部分の資料を収集し、形態素分析を行った。 
形態素分析の際に、韓国語教育・学習の面を
重視し、語彙認定基準を設けた。各教材に使
用されている語彙について、高出現度や高分
布度語彙を学習段階別に抽出し、韓国語教
育・学習のための「教育基幹語彙」を選定し
た。 
（３）教科書で使用されている重要語彙と学
習者辞書の重要語彙を中心に語彙データベ
ースを作成し、初・中級学習者用 Web 辞書の
記述を行った。具体的には、テキスト・スク
リプトを OCRで資料収集し、データ化した後、
分析を行い、教育基幹語彙と想定される語彙
を中心に内容の記述を行った。 
（４）学習教材を基盤に教育用重要語彙や教
育基幹語彙の候補を選定し、韓国語学習者用
Web 辞書の記述を行った。 
（５）活用形が多岐にわたる韓国語の場合、
活用形からワンタッチで基本形が見出せる
システムの構築が求められる。そこで、仮想
検索や連想検索が利用できるようにシステ
ム的処理を施した辞書のデータベースを作
成した。 
 
４．研究成果 
（１）Web基盤の多数のIT活用教材を作成し、
学習効果を検証した。その結果、自律学習に
役立つ教材と高評価を受け、学内功労賞を受
賞した。また、多数の教材の実物と論文発表
や講演等を通じて、韓国語教育における IT
化の進展と自律学習環境作りを牽引した。 
（２）各教材に使用されている語彙について

高出現度や高分布度語彙を学習段階別に抽
出し、韓国語教育・学習のための「教育基幹
語彙」を選定した。韓国語教育・学習現場で
有効に活用されうる資料として出版・配布し
た。 
（３）教科書語彙分析のデータベースをＫＴ
コーパスとして Web 上に公開し、韓国語教育
者が容易に検索利用できるようにした。 
（４）初級学習者も簡単に活用形から基本形
が見出せる Web 辞書を開発し、活用形をクリ
ックするだけで辞書データを高速で連想検
索できるようにした。 
（５）発音・意味・例文・連語等が検索でき
るように韓国語学習者用 Web辞書の中身を記
述作成するとともに、学習基幹語彙のランク
付けを行った。これらを WebOCM 内の韓国語
辞書に搭載し、教育機関に無償で提供してい
る。 
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